
一
頁

「
影
印

翻
刻

現
代
語
訳

顕
正
流
義
鈔
」
出
版
に
思
う

大

野

照

文

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺
宝
物
館
「
燈
炬
殿
」

館
長

巻 頭 言

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺
宝
物
館
「
燈
炬
殿
」
で
は
、
今
年
三
月
十
四
日
か
ら
五
月
六
日
に
か
け
て
「
真
慧
展
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
田
短
期
大
学
の
「
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
）
」
よ
り
『
影
印

翻
刻

現
代
語
訳

顕
正
流
義
鈔
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
の
こ
と
で
す
。

『
顕
正
流
義
鈔
』
を
著
さ
れ
た
高
田
派
第
十
世
の
真
慧
上
人
は
、
当
時
混
乱
し
て
い
た
教
義
を
普
遍
性
の
あ
る
も

の
へ
と
正
す
と
と
も
に
、
各
地
の
小
集
団
を
ま
と
め
、
今
の
高
田
派
の
礎
を
築
か
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
か

ら
五
百
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
上
人
は
そ
の
業
績
か
ら
高
田
派
中
興
の
祖
と
称
え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
「
顕
正
流
義
鈔
」
の
影
印
翻
刻
、
現
代
語
訳
の
作
業
は
、
平
成
十
一
年
か
ら
二
十
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
昨

年
よ
う
や
く
完
成
、
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
り
し
も
昨
年
の
大
法
会
の
一
環
と
し
て
営
ま
れ
た
中
興
真
慧
上
人
五

百
年
忌
に
彩
を
そ
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

真
慧
展
に
先
立
ち
、
私
も
現
代
語
訳
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
注
目
し
た
の
は
、
「
極
楽
浄
土
の
仏

一



二
頁

・
菩
薩
は
、
そ
こ
を
お
動
き
に
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
働
く
普
遍
の
徳
を
お
備
え
で
あ
る
。
」

と
い
う
一
節
で
、
こ
の
徳
は
ま
さ
に
万
有
引
力
と
同
じ
く
、
宇
宙
に
あ
ま
ね
く
あ
て
は
ま
る
法
則
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
「
生
れ
な
が
ら
に
自
然
と
他
力
の
不
可
思
議
な
縁
に
よ

っ
て
導
か
れ
る
身
に
生
ま
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
阿
弥
陀
仏
の
法
爾
自
然
の
道
理
よ
る
も
の
で

マ

マ

あ
る
こ
と
を
、
よ
ろ
こ
び
た
の
し
む
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
文
言
も
す
ん
な
り
と
腑
に
落
ち
ま
す
。
簡
明
に
し
て
深

い
真
慧
上
人
の
お
教
え
に
接
し
て
、
心
が
清
め
ら
れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。
現
代
語
訳
は
、
門
外
漢
の
私
で
さ

え
感
動
を
覚
え
る
ま
で
に
「
顕
正
流
義
鈔
」
の
精
神
を
伝
え
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
壇
信
徒
を
始
め
多
く
の
皆
様
に

読
ん
で
い
た
だ
き
、
高
田
の
教
え
の
深
奥
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
「
真
慧
展
」
で
展
示
い
た
し
ま
し
た
法
宝
物
二
十
五
点
の
内
、
十
五
点
は
、
高
田
派
寺
院
九
カ
寺
か
ら
の

ご
出
陳
で
す
。
真
慧
上
人
ゆ
か
り
の
法
宝
物
が
五
百
年
近
く
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
寺
院
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
は
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
真
慧
上
人
に
対
す
る
親
し
み
と
尊
敬
の
お
気
持
ち
を
読
み
取
れ
ま
す
。

新
宝
物
館
「
燈
炬
殿
」
の
完
成
に
よ
り
、
各
寺
院
で
五
百
年
近
く
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
法
宝
物
が
結
集
す
る

こ
と
が
か
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
親
鸞
聖
人
、
そ
し
て
真
慧
上
人
の
教
え
を
も
う
一
度
深
く
か
み
し
め
、
さ
ら
に

高
田
派
を
発
展
さ
せ
よ
と
の
阿
弥
陀
仏
の
大
き
な
思
し
召
し
か
と
存
じ
ま
す
。
「
真
慧
展
」
は
、
高
田
の
教
え
を
伝

え
、
深
め
、
広
め
る
上
で
の
宝
物
館
「
燈
炬
殿
」
の
重
要
な
使
命
を
再
認
識
す
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

巻 頭 言

二



三
頁

宗

達

宗

達

第
一
二
〇
七
号

真
宗
高
田
派
宗
制
七
十
九
条
第
二
項
に
よ
り
令
和
六
年
五
月
二
十
九
日
第
一
八
〇
宗
議
会
を
召
集
せ
ら
る

令
和
六
年
三
月
七
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印宗

告

宗

告

第
一
一
六
七
号

来
る
令
和
六
年
五
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
宗
祖
降
誕
会
執
行
相
成
る

令
和
六
年
三
月
七
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

三



四
頁

任

免

令
和
六
年
三
月
二
十
六
日

福
井
別
院
会
計
監
査
を
委
嘱
す
る

安
養
院

土
井

幸
広

令
和
六
年
四
月
一
日

真
宗
高
田
派
共
済
会
理
事
を
命
ず
る

了
性
寺
住
職

藤
井

徳
雄

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

真
宗
高
田
派
共
済
会
理
事

釆


昭
道

組
長
交
代

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日

依
請
解
其
職

三
重
第
十
二
組
東
部
組
長

堅
田

光
英

令
和
六
年
三
月
一
日

三
重
第
十
二
組
東
部
組
長
を
命
ず
る

来
迎
寺
住
職

鷹
阪

妙
法

宗

告

第
一
一
六
八
号

来
る
令
和
六
年
六
月
二
日
第
五
十
七
回
高
田
派
婦
人
連
合
大
会
執
行
相
成
る

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

中

僧

都

弓

削

弘

胤

四



五
頁

住
職
拝
命

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

三
重
県
亀
山
市
白
木
町

誓
信
寺
衆
徒

柏
原

真
教

補

誓
信
寺
住
職

三
重
県
鈴
鹿
市
須
賀

林
昌
寺
衆
徒

花
満

真
亨

補

林
昌
寺
住
職

三
重
県
松
阪
市
新
町

眞
臺
寺
副
住
職

日
野

倫
弘

補

眞
臺
寺
住
職

依
請
解
其
職

眞
臺
寺
住
職

日
野

雅
道

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
大
淀
甲

迎
接
寺
衆
徒

花
山

泰
三

補

迎
接
寺
住
職

依
請
解
其
職

迎
接
寺
住
職

花
山

光
瑞

三
重
県
鈴
鹿
市
寺
家

正
因
寺
副
住
職

鷲
尾

敦
行

補

正
因
寺
住
職

依
請
解
其
職

正
因
寺
住
職

鷲
尾

恵
門

三
重
県
津
市
高
野
尾
町

豊
久
寺
衆
徒

松
森

快
正

補

豊
久
寺
住
職

依
請
解
其
職

豊
久
寺
住
職

熊
谷

深
信

三
重
県
鈴
鹿
市
若
松
西

台
蓮
寺
衆
徒

海
原

琢
磨

補

台
蓮
寺
住
職

住
職
任
命

副
令
和
六
年
二
月
二
十
五
日

三
重
県
津
市
河
辺
町

善
休
寺
衆
徒

千
草

善
哉

任

善
休
寺
副
住
職

五



六
頁

住
職
代
務
者

令
和
六
年
二
月
一
日

三
重
県
亀
山
市
関
町
久
我

光
圓
寺
住
職

望
月

和
光

三
重
県
亀
山
市
関
町
新
所

補

誓
正
寺
住
職
代
務
者

依
請
解
其
職

誓
正
寺
住
職
代
務
者

松
山

深
令

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

三
重
県
津
市
安
濃
町
妙
法
寺

西
林
寺
住
職

佐
々
木
善
德

三
重
県
津
市
安
濃
町
粟
加

補

正
全
寺
住
職
代
務
者

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

三
重
県
亀
山
市
白
木
町

誓
信
寺
住
職

柏
原

真
教

三
重
県
津
市
新
家
町

補

光
蓮
寺
住
職
代
務
者

得

度

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

三
重
県
四
日
市
市
日
永

信
楽
院

妙
香

准
上
座
格
三
等

興
正
寺
衆
徒

淺
川
八
重
子

三
重
県
津
市
河
芸
町

白
法
院

亮
祐

准
上
座
格
三
等

浄
光
寺
衆
徒

佐
々
木
亮
祐

三
重
県
松
阪
市
新
町

淸
澄
院

貴
崇

准
上
座
格
三
等

眞
臺
寺
衆
徒

日
野

貴
崇

三
重
県
津
市
久
居
野
村
町

燈
炬
院

慈
耕

院
家
一
等

浄
徳
寺
衆
徒

美
濃
部
耕
治

三
重
県
亀
山
市
小
野
町

永
明
院

道
哲

院
家
一
等

真
善
寺
衆
徒

小
川

道
的

三
重
県
津
市
久
居
野
村
町

浄
懐
院

自
然

院
家
一
等

浄
徳
寺
衆
徒

佐
藤

懐

六



七
頁

三
重
県
津
市
一
身
田
町

旭
光
院

香
代

老
分
二
等

厚
源
寺
衆
徒

林

香
代

三
重
県
津
市
河
芸
町
上
野

晢
光
院

春
覚

老
分
二
等

満
流
寺
衆
徒

笠
井

啓
多

三
重
県
鈴
鹿
市
神
戸

唯
信
院

良
啓

中
老
一
等

願
行
寺
衆
徒

榎
森

良
啓

三
重
県
津
市
芸
濃
町
河
内

演
暢
院

穫
伸

中
老
二
等

成
覚
寺
衆
徒

有
爾

伸
穫

特
許
法
衣

令
和
六
年
二
月
八
日

一
、
薄
藤
色
八
藤
白
大
紋
差
袴
着
用
を
許
可
す
る

善
性
寺
住
職

藤
喜

光
樹

身
分
堂
班

令
和
六
年
二
月
八
日

列

其
身
一
代
堂
班

院
家
首
席
一
等

准
上
座
格
三
等

准
上
座
格
二
等

善
性
寺
住
職

藤
喜

光
樹

令
和
六
年
二
月
十
六
日

列

其
身
一
代
堂
班

院
家
首
席
一
等

准
上
座
格
三
等

迎
接
寺
衆
徒

花
山

泰

改

姓

三
重
県
津
市
大
里
小
野
田
町

長
久
寺
住
職

恒
河
か
お
り

中
西
と
改
姓
す
る

七



八
頁

布
教
任
命

讃
佛
会
復
演

三
・
二
〇

日
中

大

僧

都

清
水
谷
正
尊

讃
佛
会

三
・
一
七

晨
朝

律

師

田
中

唯
聴

日
中

権
少
僧
都

真
置

信
海

三
・
一
八

晨
朝

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

日
中

少

僧

都

千
草

篤
昭

三
・
一
九

晨
朝

大

律

師

髙
島

光
憲

日
中

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

三
・
二
〇

晨
朝

中

僧

都

青
木

義
成

三
・
二
一

晨
朝

中

僧

都

佐
藤

弘
道

日
中

権
中
僧
都

松
山

智
道

三
・
二
二

晨
朝

少

僧

都

岡

知
道

日
中

少

僧

都

上
田

英
典

三
・
二
三

晨
朝

権
中
僧
都

栗
廼

隆
興

日
中

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

三
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

三
・
一

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

三
・
二

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

三
・
三

少

僧

都

藤
澤

真
樹

三
・
四

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

三
・
五

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

三
・
六

律

師

隆

妙


三
・
七

律

師

堤

一
真

三
・
八

権
中
僧
都

生
桑

崇
等

三
・
九

中

僧

都

青
木

義
成

三
・
一
〇

権
中
僧
都

田
中

明
誠

三
・
一
一

律

師


尾

真
祐

三
・
一
二

律

師

隆

妙


三
・
一
三

律

師

磐
城

英
嗣

三
・
一
四

中

僧

都

戸
田

惠
信

三
・
一
五

権
少
僧
都

真
置

信
海

三
・
一
六

権
中
僧
都

田
中

明
誠

三
・
二
四

大

律

師

北
畠

大
道

三
・
二
五

律

師

北
畠

心
淳

三
・
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

三
・
二
七

少

僧

都

岡

知
道

三
・
二
八

律

師

堤

一
真

八



九
頁

三
・
二
九

中

僧

都

青
木

義
成

三
・
三
〇

権
中
僧
都

上
杉

祥
樹

三
・
三
一

大

律

師

髙
島

光
憲

三
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

三
・
七

逮
夜

少

僧

都

山
中

真
諭

三
・
八

日
中

権
中
僧
都

栗
廼

隆
興

三
・
九

逮
夜

権
中
僧
都

村
上

英
俊

三
・
一
〇

日
中

律

師

水
谷

忍
英

三
・
一
五

逮
夜

律

師

龍
池

宏
昭

三
・
一
六

日
中

律

師

水
谷

忍
英

千
部
法
会
（
日
中
）

四
・
六

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

四
・
七

権
中
僧
都

松
山

智
道

四
・
八

少

僧

都

千
草

篤
昭

十
萬
人
講
法
会
（
日
中
）

四
・
九

権
少
僧
都

真
置

信
海

四
・
一
〇

律

師

水
谷

忍
英

戦
没
者
追
弔
法
会
（
日
中
）

四
・
一
一

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

四
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

四
・
一

権
中
僧
都

中
村

宜
成

四
・
二

中

僧

都

青
木

義
成

四
・
三

律

師

龍
池

宏
昭

四
・
四

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

四
・
五

権
中
僧
都

上
杉

祥
樹

四
・
六

権
中
僧
都

田
中

明
誠

四
・
七

律

師

若
林

妙
百

四
・
八

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

四
・
九

少

僧

都

岡

知
道

四
・
一
〇

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

四
・
一
一

律

師

堤

一
真

四
・
一
二

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

四
・
一
三

律

師

山
中

久
行

四
・
一
四

権
中
僧
都

中
村

宜
成

四
・
一
五

権
中
僧
都

田
中

明
誠

四
・
一
六

権
少
僧
都

真
置

信
海

四
・
一
七

律

師

磐
城

英
嗣

四
・
一
八

大

律

師

北
畠

大
道

九



一
〇
頁

四
・
一
九

権
中
僧
都

生
桑

崇
等

四
・
二
〇

律

師

田
中

唯
聴

四
・
二
一

中

僧

都

戸
田

惠
信

四
・
二
二

権
中
僧
都

三
井

蓮
孝

四
・
二
三

律

師

水
沼

碧
水

四
・
二
四

律

師

北
畠

心
淳

四
・
二
五

律

師

堤

一
真

四
・
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

四
・
二
七

律

師

隆

妙


四
・
二
八

律

師


尾

真
祐

四
・
二
九

権
中
僧
都

栗
真

光
暁

四
・
三
〇

大

律

師

髙
島

光
憲

四
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

四
・
一
五

逮
夜

権
中
僧
都

村
上

英
俊

四
・
一
六

日
中

律

師

隆

妙


高
田
慈
光
院

月
例
法
会

三
・
一
〇

律

師

若
林

妙
百

三
・
一
六
、
二
六

律

師

隆

妙


四
・
一
〇
、
一
六
、
二
六

少

僧

都

山
中

真
諭

高
田
報
徳
園

月
例
法
会

三
・
一
五

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

四
・
一
五

少

僧

都

山
中

真
諭

敬

弔

次
の
方
々
が
御
往
生
な
さ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
六
年

二
・
八

三
重
県
松
阪
市
嬉
野
八
田
町

義
明
寺
前
坊
守

髙
藤

髙
子

二
・
二
十
八

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
赤
沢

長
泉
寺
坊
守

柳
澤

ト
リ

三
・
一

三
重
県
津
市
美
杉
町
下
ノ
川

西
念
寺
坊
守

村
瀬

は
な

三
・
七

福
井
県
大
野
市
庄
林

真
浄
寺
前
坊
守

日
下

文
枝

一
〇



一
一
頁

三
・
二
十
七

三
重
県
鈴
鹿
市
河
田
町本

立
寺
前
坊
守

米
澤

次
子

四
・
一

三
重
県
桑
名
市
南
寺
町

崇
寺
住
職

誓
山

堯
夫

贈

権
中
僧
都

四
・
二

三
重
県
津
市
安
濃
町
川
西

正
法
寺
住
職

冨
田

浄
徳

贈

権
少
僧
正

一
一



宗 門 の お 知 ら せ

一
二
頁

報
恩
講
懇
志
芳
名

本
年
度
の
報
恩
講
（
お
七
夜
）
例
年
通
り
一
月
九
日
よ

り
十
六
日
御
満
座
ま
で
御
執
行
成
り
、
念
仏
相
続
の
喜
び

を
充
分
に
味
わ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

ご
懇
志
芳
名
を
左
の
通
り
に
記
載
し
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す

（
二
月
一
日
～
三
月
二
十
五
日
受
領
分
）

。

三
重
十
五
組

福
泉
寺

愛
知
三
組

浄
泉
寺

住
職
補
任
研
修
会
報
告

第
四
十
八
回

（

）

（

）

去
る
二
月
二
十
四
日

土

午
後
よ
り
二
十
五
日

日

午
前
中
ま
で
、
住
職
補
任
研
修
会
が
、
教
師
三
名
参
加
の

下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

真
宗
教
義
と
高
田
派
の
歴
史

九
十
分

宗
教
法
人
法
・
寺
院
規
則

六
十
分

住
職
道
・
布
教
道

九
十
分

声
明

九
十
分

晨
朝
参
拝
・
説
教
聴
聞

法
式
作
法

九
十
分

参
拝
課
業
務
案
内

三
十
分

現
状
と
課
題
（
座
談
会
）

六
十
分

以

上

第
五
十
七
回

高
田
派
婦
人
連
合
大
会
の
お
知
ら
せ

六
月
二
日(

日)

十
時
よ
り
御
影
堂
に
て
婦
人
連
合
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

式
典
を
行
な
っ
た
後
、
講
師
に
山
梨
県
大
月
市
本
願
寺

派
福
泉
寺
住
職
の
小
笠
原
博
慧
先
生
を
お
迎
え
し
て
講
演

ひ
ろ
と
し

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
は
祖
師
寿
表
彰
を
久
し
ぶ
り
に
執
り
行
い
ま
す
の

で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ

一
二



一
三
頁

、

、

な
お

参
加
が
む
ず
か
し
い
祖
師
寿
該
当
者
の
方
に
は

例
年
通
り
ご
寺
院
様
宛
に
賞
状
と
記
念
品
を
お
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年

高
田
派
青
年
の
集
い

本
寺
大
会
～
念
仏
高
田
の
源
流
～

ご
案
内

六
月
二
十
九
日
（
土
）
～
三
十
日
（
日
）

本
年
の
高
田
派
青
年
の
集
い
は
、
法
嗣
殿
が
青
年
会
会

長
に
就
任
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
大
会
で
、
親
鸞
聖
人
が
専

修
念
仏
の
根
本
道
場
と
さ
れ
た
本
寺
を
訪
れ
ま
す
。
講
師

、

。

に
は
高
田
派
鑑
学

栗
原
廣
海
師
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す

本
寺
・
御
旧
跡
を
訪
ね
念
仏
高
田
の
源
流
を
学
び
ま
し
ょ

う
。こ

れ
か
ら
を
担
う
青
年
僧
侶
の
皆
様
に
、
是
非
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
九
日
（
土
）

十
二
時

東
京
駅
出
発

十
四
時
半

本
寺
・
開
会
式

十
五
時

講
演

講
師

鑑
学

栗
原
廣
海
師

十
九
時

新
会
長
就
任
祝
賀
会

三
十
日
（
日
）

九
時

西
念
寺
（
稲
田
御
坊
）

十
一
時

稱
名
寺
（
結
城
市
）

十
五
時

東
京
駅
解
散

○
申
込
先

宗
務
院
内

高
田
派
青
年
会
事
務
局

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
九
－
二
三
二
－
四
一
七
一
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
九
ー
二
三
二
ー
一
四
一
四
）

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

一
三



一
四
頁

本

山

行

事

予

定

（
五
月
・
六
月
）

五
月
六
日
～
八
日

堯
祺
上
人
御
正
当

五
月
二
十
一
日

親
鸞
聖
人
降
誕
会

六
月
二
日

第
五
十
七
回
高
田
派
婦
人
連
合
大
会

六
月

高
田
派
仏
教
保
育
講
座

六
月
二
十
九
日
～
三
十
日

高
田
派
青
年
の
集
い

お
詫
び
と
訂
正

宗
報
第
九
四
八
号
（
令
和
六
年
二
月
）
に
お
き
ま
し
て
、

興
学
布
教
研
究
大
会
の
案
内
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
発
表
者
を
津
市
真
楽
寺
住
職
鷲
山
了
悟

師
か
ら
岡
崎
市
浄
泉
寺
衆
徒
戸
田
栄
信
師
に
変
更
い
た
し
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

下
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び
納

骨
壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に
計

上
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金

の
下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ

年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産

に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

一
四



一
五
頁

真宗高田派共済会のご案内

真宗教学奨学金

奨励金

上記の申請は毎年３月１日から５月末日までに行ってください。
申請に関する事項及び詳細につきましては共済会担当までお尋ね
下さい。

給付及び申請のお問い合せは、下記の共済会担当まで
お尋ねください。

〒514-0114
三重県津市一身田町2819番地

真宗高田派宗務院内

真宗高田派共済会
電話 059-232-4171
F A X 059-232-1414

真宗高田派の僧侶が、定められた学校に入学したときに、奨励金

を支給します。

・奨励金 ４万円

提出書類：所定の申請書１通、入学証明書又は在学証明書１通

（学生証の写し可、合格通知書は不可）

定められた学校とは、下記に該当する学校及び学科です。

真宗各派の専修学院、私立高田高等学校、大学の真宗学科及び仏

教学科 短期大学の真宗学科及び仏教学科

真宗高田派の寺族で真宗教学に関する研究心旺盛な者に対して、

奨学金を貸与します。

・高等学校生及び真宗各派の専修学院生 月額 ２万円 若干名

・大学生及び大学院生 月額 ４万円 若干名

・ 〃 月額 ８万円 〃

提出書類：所定の申請書１通､在学証明書１通(学生証の写可)

返済に関する事項を熟知下さい。

宗 門 の お 知 ら せ
宗 門 の お 知 ら せ

一
五



一
九
頁

「
三
重
県
人
権
教
育
基
本
方
針
」
よ
り
抜
粋

一
、
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
。

一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

人
権
擁
護
啓
発
活
動
重
点
項
目



二
〇
頁

令
和
六
年
四
月
二
十
五
日
印
刷

令
和
六
年
四
月
二
十
五
日
発
行

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
番
地

電
話
（
〇
五
九
）
二
三
二
ー
四
一
七
一

http://www.senjuji.or.jp

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺

宗

務

院

発

行

所

振
替
〇
〇
一
五
〇ｰ

〇ｰ

一
五
一
九
四
番

三
重
県
津
市
一
身
田
町
七
六
五
番
地

相

和

印

刷

所

印

刷

所

電
話
〈
〇
五
九
〉
二
三
二
ー
二
〇
七
〇




